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Native Chinese Speakers’ Use of the “–Nagara” 




This paper discusses the possibility of language transfer to Japanese by native 
Chinese speakers. It examines the “–nagara” sentence, based on the contrastive study 
of the Japanese “–nagara” and the Chinese “–yi bian –yi bian.” To clarify whether the 
learner’s errors occur due to language transfer, I followed these three procedures: （1） 
making the different meanings of these two forms clear by contrastive study; （2） 
observing the use of “–nagara” by the native Chinese speakers using the Japanese 
learner’s corpus and seeing if the results of the contrastive study show the errors and 
non–uses occurring; and （3） formulating two hypotheses on their errors and non–
uses of “–nagara” and verifying these hypotheses through a grammaticality judgment 
test for Chinese learners of Japanese. The errors and non–uses that are possibly due 
to language transfer were obser ved and the results of the test confirmed the 







































の “一边～一边 ” の先行研究としては刘他（1991）、呂編（1992）、邢（2001）などがあるが、本
稿ではこれらの先行研究を踏まえて両形式の対照研究を行っている村松（2017）を取り上げる。
村松（2017）は「～ながら」「～て」と “ 一边 V1一边 V2”“V1着 V2” の 4つの形式の対応関係を
考察しているが、本稿ではこのうち「～ながら」と “ 一边 V1一边 V2” の対応関係を取り出して
見ていくことにする。
2.1　対照研究
村松（2017）は、「～ながら」と “一边 V1一边 V2” の対応には以下 1）2）3）の 3つのずれが
あるとしている。なお、（4）（5）（6）の用例は村松（2017）からのものであるが、日本語の「～
ながら」に対して、中国語は（4）（5）は “一边 ” 以外の形式で示され、（6）は “一边 ” が使用で
きないこと（＊）が示されている。
1）動作の同時進行を表す用法で、主体が非情物 ･自然現象の場合は動作性の “ 一边 V1一边


















合は「～ながら」と “一边 V1一边 V2” が対応しない。
5）「ながら」は「～ながら～ながら」の連続使用が基本的にできないのに対して、“一边 ” は





















に「～ながら～ながら」形式での連続使用ができない 2のに対して、“ 一边～一边 ” は “ 一边～












表 1　「ながら」と “一边～一边 ” の対 応のずれ
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2    
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 DB LARP JCK  
 14 109 30 153 
  2   2  2   6 
  1  17  9  27 
3コーパスにおける付帯状況の「～ながら」の正用数は 153例あった。また、「～ながら」の
過剰使用は 6例、不使用は 27例であった。














学習者が「～ながら」＝ “一边～一边 ” と捉えた場合、「非情物主体」「ながら（状況）」「なが
ら（手段）」については “一边～一边 ” が対応しないため、「～ながら」の不使用が生じる可能性






















































































































No.   











「ながら（手段）」で分析対象となる文は 3、10、20の 3文である。表 5では正答率の低い順に
挙げておく。
表 5　中国語母語話者の「ながら（手段）」の正答率（○×は正答）
No.   
10  35.6% 
3  42.2% 
20  48.9% 
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